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平成２１年度一般会計予 算  算はは8888億億5,4725,472万3万3千円千円
前年度比０.７%増

　平成２１年度予算が決まりました。財政危機からの脱出を最優先課題としながら
も、福祉、介護、医療の充実をはじめ基幹産業の振興を図り、「誠実に一歩一歩未来
につながる町づくり」を目指して、限られた財源の中で最大の効果が得られるよう適
切な執行に努めてまいります。

歳  入
88億5,472万3千円
（100.0％）

歳  出
88億5,472万3千円
（100.0％）

一般会計歳出予算 一般会計歳入予算

道支出金････3億528万円（3.5％）
地方譲与税など･･2億8,747万円（3.3％）
国庫支出金･･2億5,888万円（2.9％）

町税････････ 6億2,720万5千円（7.1％）
繰入金･･････ 3億3,163万7千円（3.7％）
使用料及び手数料･･ 1億8,816万4千円（2.1％）
分担金及び負担金･･ 1億7,022万3千円（1.9％）
諸収入･････････ 9,686万2千円（1.1％）
財産収入など･･･ 9,913万5千円（1.1％）

町町債債
11億4,130万11億4,130万円円
（12.9％（12.9％））

地方交付地方交付税税
53億4,856万7千53億4,856万7千円円
（60.4％（60.4％））

衛生費･･････11億8,824万3千円（13.4％）
土木費･･････9億7,601万1千円（11.0％）
総務費･･････6億7,535万円（7.6％）

消防費･･････ 4億5,787万円（5.2％）
教育費･･････ 4億5,165万9千円（5.1％）
農林水産業費･･ 4億1,248万5千円（4.7％）
商工費･労働費･･ 8,658万6千円（1.0％）
議会費･････････ 5,617万6千円（0.6％）
諸支出金など･････628万7千円（0.1％）

民生民生費費
12億1,404万12億1,404万77千千円円
（13.7％（13.7％））

職員給与職員給与費費
15億5,509万15億5,509万66千千円円
（17.6％（17.6％））

公債公債費費
17億7,491万3千17億7,491万3千円円
（20.0％（20.0％））

依存財源 83.0依存財源　83.0％％自主財源 17.0自主財源　17.0％％

前年当初予算との比較平成20年度予算額

（Ｂ）

平成21年度予算額

（Ａ）
会　　　　　計　　　　　名

増減率増減額 (Ａ)�(Ｂ)

0.758,9758,795,7488,854,723一　　　般　　　会　　　計

2.282,2623,695,4623,777,724特　　　別　　　会　　　計

3.150,0361,617,6141,667,650国 民 健 康 保 険 事 業

△99.4△202,325203,4591,134老　 人　 保　 健

△4.1△5,134123,992118,858後 期 高 齢 者 医 療

8.064,556806,299870,855介 護 保 険 事 業

△0.6△44869,47669,028介 護 サ ー ビ ス 事 業

57.5172,244299,296471,540簡 易 水 道 事 業

△11.2△2,03318,21216,179営 農 用 水 道 等 事 業

1.67,881499,470507,351公 共 下 水 道 事 業

0.2136,5106,523漁 業 集 落 排 水 事 業

△4.9△2,52851,13448,606風 力 発 電 事 業

0.811,5901,445,8001,457,390収益的収支
病 院 事 業 会 計

△39.9△36,27490,97454,700資本的支出

0.8116,55314,027,98414,144,537合　　　　　　　　　　　計

平成21年度会計別予算額 （単位：千円、％）
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平成２１年度一般会計予 算平成２１年度一般会計予    は88億5,472万3千円

　高橋町政４年目を向かえ、合併時点で２１２億円あった町の借金が、平成21年度末で３２億５千

万円削減の見込みとなりました。引き続き、職員人件費の削減、事務事業の見直しなど不断の

行政財政改革を推進し、簡素で効率的な行財政運営や住民サービスの向上に努めます。

●合併から４年で町の借金が32億5千万円の削減へ

●職員給料の削減

●特別職・職員の期末手当等の削減
■人件費の削減

●一般会計事業２０５件の見直し

●特別会計事業２８件の見直し
■事務事業の見直し

削減額

約9,500万円

削減額

約4,200万円

●借入金(町債)の返済(174,490円) ●職員給与費(152,880円)

●福祉や保育など(119,352円) ●健康づくり・ごみ処理など(116,815円)

●道路・河川などの整備(95,951円) ●一般事務・施設管理費など(66,393円)

●防災施設の整備、消防業務(45,013円)

●学校教育、文化・スポーツの振興(44,402円)

●農林水産業振興など(40,551円)

●商工業・観光の振興、勤労者対策など(8,512円)

●議会の運営(5,523円) ●諸支出金、予備費など(618円)

■町民１人当たりの

行政サービスの状況

870,500円/年
※平成２1年度一般会計歳出予算
額を10,172人(２月２8日現在の人
口)で除して算出しました。

■
一
般
会
計  　
　
　
　
          

　

平
成　

年
度
一
般
会
計
の
予
算
総

21

額
は
、
前
年
度
に
比
べ　

％
増
の
八

0.7

十
八
億
五
千
四
百
七
十
二
万
三
千
円

と
な
り
ま
し
た
。

■
歳
入

●
地
方
交
付
税
／
本
年
度
の
地
方
交

付
税
は
、
総
務
省
自
治
財
政
局
財
政

課
長
内
か
ん
に
よ
る
情
報
に
基
づ
き
、

普
通
交
付
税
を
平
成　

年
度
決
定
額

２０

か
ら　

％
減
と
見
込
み
、
当
初
予
算

１.４

計
上
額
は
四
十
八
億
三
千
八
百
五
十

六
万
七
千
円
を
計
上
し
、
特
別
交
付

税
に
つ
い
て
は
、
前
年
度
比　

％
減

３.８

の
五
億
一
千
万
円
を
見
込
み
計
上
し

ま
し
た
。

●
町
債
（
町
の
借
金
）
／
合
併
に
よ
り

許
可
が
認
め
ら
れ
る
基
金
造
成
の
た

め
の
特
例
債
や
、
臨
時
財
政
対
策
債

な
ど
適
債
事
業　

件
の
借
り
入
れ
を

１５

見
込
み
、
前
年
度
当
初
発
行
予
定
額

に
比
べ
る
と　

％
増
の
総
額
十
一
億

34.2

四
千
百
三
十
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
合
併
時
点
で
二
百
十
二
億

円
（
全
会
計
分
）
あ
っ
た
起
債
残
高
に

つ
い
て
は
、
庁
内
事
務
事
業
で
の
調

整
や
高
金
利
起
債
の
繰
上
償
還
の
実

施
、
公
債
費
負
担
適
正
化
計
画
等
の

確
実
な
執
行
等
に
よ
り
、
約
百
七
十

九
億
五
千
万
円
と
な
り
、
合
併
後
の

４
年
間
で
三
十
二
億
五
千
万
円
の
削

減
見
込
み
で
す
。

■
歳
出

　

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
北
檜
山
小

学
校
改
築
関
連
工
事
に
伴
う
屋
外
運

動
場
の
整
備
、
徳
島
団
地
町
営
住
宅

建
替
工
事
、
北
部
桧
山
衛
生
セ
ン

タ
ー
組
合
事
業
に
か
か
る
最
終
処
分

地
施
設
整
備
の
予
算
に
つ
い
て
計
上

し
、
新
規
の
緊
急
必
要
事
業
と
し
て
、

瀬
棚
養
護
老
人
ホ
ー
ム
三
杉
荘
浴
室

増
改
築
工
事
、
大
成
歯
科
診
療
所
整

備
工
事
、
同
じ
く
大
成
に
お
け
る
サ

ケ
マ
ス
２
次
飼
育
池
新
設
事
業
に
か

か
る
助
成
と
、
北
檜
山
幼
稚
園
増
築

工
事
の
予
算
を
計
上
し
ま
し
た
。

■
特
別
会
計  　
　
　
       　
   

　

簡
易
水
道
会
計
に
お
け
る
大
成
区

水
道
施
設
整
備
に
向
け
た
経
費
の
計

上
を
し
た
こ
と
に
よ
り
、　

の
特
別

１０

会
計
予
算
総
額
は
三
十
七
億
七
千
七

百
七
十
二
万
四
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

■
病
院
事
業
会
計　
         　
   

　

病
院
会
計
の
予
算
総
額
は
十
五
億

千
二
百
九
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

（単位：千円、％）

平成21年度合併特例区予算額

増減率
増減額

(A)�(B)

平成20年度

(B)

平成21年度

(A)
区　　名

0.13455,71455,748北檜山区

△2.8△1,18742,00440,817瀬 棚 区

2.783830,47931,317大 成 区

△0.2△315128,197127,882計



4広報せたな

　　

社
会
経
済
の
仕
組
み
が
変
化
す
る

中
、
誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
生

き
が
い
を
持
ち
な
が
ら
健
康
で
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
た
め
、
保
健
・
医
療
・
福
祉
・
介
護

な
ど
各
分
野
が
連
携
を
図
り
、
健
康

づ
く
り
の
推
進
、
生
き
が
い
づ
く
り

へ
の
支
援
、
福
祉
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
提

供
体
制
の
充
実
な
ど
の
施
策
を
推
進

し
ま
す
。

　

保
健
施
策
の
推
進

（１）
　

安
心
し
て
子
ど
も
を
生
み
育
て
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
妊
婦
健
診
に
対

す
る
支
援
を
拡
大
す
る
と
共
に
、
特

定
健
康
診
査
、
が
ん
検
診
な
ど
の
各

種
健
康
診
査
や
保
健
指
導
活
動
に
よ

り
、
町
民
の
健
康
づ
く
り
の
支
援
を

推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
大
成
歯
科
診

療
所
に
つ
い
て
は
、
新
た
な
歯
科
医

師
に
よ
り
委
託
診
療
を
継
続
し
ま
す
。

　

地
域
福
祉
・
高
齢
者
施
策
の
推
進

（２）
　

「
地
域
ケ
ア
構
想
」
と
「
高
齢
者
保

健
福
祉
計
画
・
第
４
期
介
護
保
険
事
業

計
画
」
に
基
づ
い
た
総
合
的
な
保
健
福

祉
・
介
護
予
防
事
業
を
展
開
し
ま
す
。

　

介
護
保
険
料
に
つ
い
て
は
、
国
か

ら
の
交
付
金
と
介
護
保
険
事
業
基
金

か
ら
の
繰
入
れ
に
よ
り
被
保
険
者
の

負
担
軽
減
を
図
る
た
め
保
険
料
を
据

え
置
き
ま
す
。

　

障
害
保
健
福
祉
施
策

（３）
　

「
障
害
者
計
画
及
び
第
２
期
障
害
福

祉
計
画
」
に
基
づ
い
た
事
業
の
展
開

と
、
保
健
、
医
療
、
福
祉
等
関
係
機
関

と
の
更
な
る
連
携
を
図
り
サ
ー
ビ
ス

の
充
実
に
努
め
る
と
共
に
、
今
年
度

か
ら
専
任
職
員
を
配
置
し
、
障
害
者

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し

な
が
ら
障
害
者
の
自
立
に
向
け
た
支

援
・
相
談
体
制
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

　

子
育
て
支
援
対
策

（４）
　

各
区
に
お
け
る
保
育
業
務
の
均
衡

化
を
図
っ
て
き
ま
し
た
が
、
共
働
き

家
庭
等
が
増
加
傾
向
に
あ
る
こ
と
か

ら
、
今
後
と
も
必
要
な
保
育
サ
ー
ビ

ス
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
に
つ
い

て
は
、
各
区
の
運
営
内
容
等
の
均
衡
化

を
図
り
な
が
ら
、
子
ど
も
と
家
庭
の
総

合
的
な
窓
口
と
し
て
、
ま
た
、
保
護
者
同

士
の
交
流
や
学
習
の
場
と
し
て
相
談
指

導
体
制
等
の
機
能
充
実
に
努
め
ま
す
。　

　

次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
法
に

基
づ
く
「
市
町
村
前
期
行
動
計
画
」
が
、

今
年
度
で
終
了
す
る
こ
と
か
ら
、
平

成　

年
か
ら
始
ま
る
「
後
期
行
動
計

２２
画
」
を
策
定
し
、
今
後
必
要
と
さ
れ
る

子
育
て
支
援
に
係
る
計
画
づ
く
り
を

進
め
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
事
業

（５）
　

昨
年
度
か
ら
各
保
険
者
に
義
務
づ

け
ら
れ
た
特
定
健
康
診
査
及
び
特
定

保
健
指
導
は
、
実
施
計
画
に
沿
っ
て

引
き
続
き
推
進
し
て
い
く
ほ
か
各
種

が
ん
検
診
、　

歳
以
上
の
イ
ン
フ
ル

６５

エ
ン
ザ
予
防
接
種
へ
の
助
成
な
ど
医

療
費
の
適
正
化
に
向
け
た
取
り
組
み

を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
度
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
た　

歳
以
上
を
対
象
と

７５

し
た
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
、
度

重
な
る
制
度
の
見
直
し
等
に
よ
り
不

安
定
な
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、
被
保

険
者
の
皆
様
が
不
安
な
く
、
医
療
な

ど
の
保
険
給
付
が
受
け
ら
れ
る
よ
う

対
応
し
ま
す
。

　

病
院
事
業

（６）
　

昨
年　

月
に
策
定
し
た
「
せ
た
な
町

１２

立
国
保
病
院
改
革
プ
ラ
ン
」
に
基
づ

き
、
院
内
に
地
域
連
携
室
を
設
置
し
、

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
を
配
置
し
な

が
ら
入
退
院
の
患
者
・
家
族
と
の
連
携

を
図
る
と
共
に
、
訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
の
体
制
を
強
化
し
在
宅
医
療

の
充
実
に
努
め
ま
す
。
さ
ら
に
、
病

院
経
営
健
全
化
の
た
め
医
業
収
入
の

増
加
と
病
床
利
用
率
の
向
上
を
目
的

と
し
て
内
科
医
師
の
増
員
に
全
力
を

挙
げ
、
一
次
医
療
を
堅
持
し
て
い
き

た
い
と
考
え
ま
す
。

■第１
健やかに暮らせる
福祉のまち

せたな町が取り 組む６つの施組む６つの施策策
（１）保健施策の推進

●妊婦健診業務

●乳幼児健診業務

●予防接種業務

●健康づくり推進事業

●大成歯科診療所整備事業（新規）

●救急医療啓発普及事業負担金

（２）地域福祉・高齢者施策の推進

●ふれあいのまちづくり事業委託料

●社会福祉協議会運営事業補助金

●敬老会開催業務

●北檜山恵福会補助金

●老人クラブ運営費補助金

●高齢者事業団運営費補助金

●高齢者及び身障者入浴料助成費

●老人福祉施設入所措置費

●介護保険居宅サービス（通所介護）事業補助金

●訪問介護（ホームヘルパー）事業運営補助金

●老人ホーム三杉荘の運営

●三杉荘浴室増改築等事業（新規）

●生活支援ハウス運営事業

（３）障害保健福祉施策

●障害者地域活動支援センター委託料

●補装具費

●日常生活用具給付費

●重度身体障害者タクシー料金助成費

●重度心身障害者医療費助成事業

（４）子育て支援対策

●ひとり親家庭等医療費助成事業

●次世代育成支援行動計画策定業務

●乳幼児医療費助成事業

●児童手当

●保育所運営費

●学童保育運営費

●子育て支援センター運営費

●母子健康診査等業務

（５）国民健康保険事業

●保険給付事業

●特定健診等業務

●インフルエンザ予防接種業務

（６）病院事業

●救急医療啓発普及事業負担金

主な事業

健
や
か
に
暮
ら
せ
る

福
祉
の
ま
ち

第１
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せたな町が取り 組む６つの施せたな町が取り  策
　

昨
今
の
世
界
的
な
原
油
価
格
の
高

騰
や
、
円
高
、
金
融
危
機
、
景
気
後
退

な
ど
に
よ
る
影
響
は
、
当
町
の
地
域

経
済
に
お
い
て
も
極
め
て
深
刻
な
状

況
で
あ
り
、
特
に
農
業
・
漁
業
に
つ
い

て
は
、
他
の
地
域
産
業
へ
与
え
る
影

響
が
著
し
い
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
に

対
す
る
緊
急
の
支
援
措
置
を
講
じ
て

ま
い
り
ま
す
。

　

農
業
の
振
興

（１）
　

肥
料
高
騰
対
策
と
し
て
、
国
の
行

う
肥
料
・
燃
油
高
騰
対
応
緊
急
対
策
事

業
に
町
独
自
の
上
乗
せ
助
成
を
行
う

と
共
に
、
購
入
飼
料
に
対
す
る
町
独

自
の
助
成
を
行
い
、
生
産
者
負
担
の

軽
減
に
よ
る
農
家
経
営
の
安
定
化
を

支
援
し
ま
す
。

　

昨
年
度
よ
り
水
田
農
業
の
補
完
作

物
と
し
て
関
係
機
関
や
農
協
が
中
心

と
な
っ
て
振
興
し
て
い
る
花
卉
や
小

か
ぶ
、
ほ
う
れ
ん
草
な
ど
の
ハ
ウ
ス

栽
培
に
対
し
、
引
き
続
き
ハ
ウ
ス
資

材
導
入
の
助
成
措
置
を
講
じ
ま
す
。　

　

ま
た
、
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
に
対

す
る
栽
培
技
術
や
育
苗
な
ど
の
支
援

に
つ
い
て
は
、
農
業
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
継
続
実
施
す
る
と
共
に
、
農
業

担
い
手
育
成
セ
ミ
ナ
ー
に
つ
い
て
も

継
続
実
施
し
ま
す
。

　

昨
年
当
町
に
お
い
て
発
生
し
た

ジ
ャ
ガ
イ
モ
シ
ス
ト
セ
ン
チ
ュ
ウ
対

策
と
し
て
、
早
期
発
見
に
よ
る
拡
散

防
止
を
図
る
た
め
土
壌
検
診
料
に
対

す
る
支
援
措
置
を
講
じ
ま
す
。

　

林
業
の
振
興

（２）
　

一
般
民
有
林
に
つ
い
て
は
、
引
き

続
き
森
林
整
備
地
域
活
動
支
援
交
付

金
事
業
や　

世
紀
北
の
森
づ
く
り
推

２１

進
事
業
の
活
用
を
図
る
と
共
に
、
町

の
一
般
民
有
林
造
林
事
業
に
よ
り
森

林
所
有
者
の
森
林
整
備
に
対
す
る
意

欲
の
向
上
と
整
備
に
係
る
経
費
の
軽

減
を
支
援
し
ま
す
。

　

水
産
業
の
振
興

（３）
　

不
漁
対
策
支
援
と
し
て
、
昨
年
に

引
き
続
き
、
販
売
手
数
料
等
の
一
部

を
助
成
す
る
漁
業
経
営
安
定
対
策
事

業
を
は
じ
め
、
新
た
に
前
浜
資
源
の

維
持
・
増
大
の
強
化
を
図
る
た
め
継
続

事
業
で
あ
る
ウ
ニ
移
植
放
流
事
業
に

対
し
て
上
乗
せ
助
成
を
し
、
漁
業
者

の
負
担
軽
減
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
に
引
き
続
き
、
大
成
水

産
種
苗
育
成
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
ナ

マ
コ
栽
培
試
験
事
業
を
行
な
い
、
種

苗
生
産
技
術
の
向
上
に
努
め
る
と
共

に
、
稚
ナ
マ
コ
中
間
育
成
礁
設
置
な

ど
漁
業
者
が
自
主
的
に
放
流
技
術
開

発
に
取
り
組
む
事
業
に
対
し
て
、
ひ

や
ま
漁
業
協
同
組
合
と
連
携
し
な
が

ら
必
要
な
支
援
策
を
講
じ
ま
す
。

　

商
工
・
労
働
の
振
興

（４）
　

地
域
の
消
費
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た

身
近
な
商
店
街
づ
く
り
な
ど
商
工
会

に
よ
る
経
営
改
善
や
地
域
振
興
の
取

り
組
み
に
対
す
る
支
援
を
継
続
し
て

行
う
と
共
に
、
中
小
企
業
経
営
安
定

資
金
融
資
に
対
す
る
支
援
を
行
い
、

経
営
の
自
立
安
定
に
努
め
ま
す
。

　

雇
用
に
つ
い
て
は
、
公
共
職
業
安

定
所
や
渡
島
檜
山
北
部
通
年
雇
用
促

進
支
援
協
議
会
と
の
連
携
を
十
分
に

図
り
、
情
報
の
交
換
や
、
季
節
労
働
者

の
雇
用
の
確
保
、
就
労
促
進
に
努
め

ま
す
。

　

観
光
の
振
興

（５）
　

新
た
な
試
み
と
し
て
町
花
「
ス
イ
セ

ン
」
の
普
及
活
動
や
、
温
泉
ホ
テ
ル
き

た
ひ
や
ま
周
辺
の
環
境
整
備
を
行
い
、

花
壇
整
備
に
よ
る
観
光
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
を
図
る
と
共
に
、
老
朽
化
の

著
し
い
ふ
れ
あ
い
市
場
を
ホ
テ
ル
敷

地
内
に
新
設
し
て
、
町
民
や
観
光
客

が
生
産
者
と
直
接
ふ
れ
あ
う
場
所
を

提
供
し
、
地
産
地
消
を
推
進
し
ま
す
。

■第２
活力に満ちた
産業のまち

（１）農業の振興
●農業担い手育成セミナー
●ジャガイモシストセンチュウ土壌検診料補助金
●園芸施設高収益作物生産奨励事業補助金
●肥料高騰緊急対策事業補助金
●中山間地域等直接支払交付金
●町営牧場指定管理者業務
●畜産担い手育成総合整備事業負担金
●北部檜山酪農ヘルパー利用組合育成事業補助金
●畜産飼料高騰緊急対策事業補助金（新規）
●基幹水利施設管理事業
●国営造成施設管理体制整備促進事業
●若松地区地域水田農業支援緊急整備事業負担金
●丸山地区農道整備特別対策事業負担金（新規）
●小倉山地区畑地帯総合整備事業調査設計費負担金（新規)
●中里地区基幹水利施設管理事業維持管理費負担金
●目名地区農山漁村活性化事業（新規）
●農業センター試験栽培等業務運営費
●土壌診断事業運営費

（２）林業の振興
●２１世紀北の森づくり推進事業（人工造林）補助金
●一般民有林造林事業（除間伐/作業路/下刈）補助金
●森林整備地域活動支援交付金事業

（３）水産業の振興
●救難所補助金
●漁業協同組合経営再建特別合併対策事業補助金
●漁業近代化資金利子補給費補助金
●漁業協同組合経営維持支援事業補助金
●ウニ移植放流事業補助金
●エゾバフンウニ種苗購入事業補助金
●クロソイ中間育成事業補助金
●漁業経営安定対策事業補助金
●稚ナマコ中間育成礁設置事業補助金（新規）
●サケ・マス２次飼育池新設事業補助金（新規）
●中歌漁港整備事業負担金
●あわび種苗育成供給事業
●ナマコ栽培事業（新規）

（４）商工・労働の振興
●地産地消推進事業（新規）
●ふれあい市場開設事業
●商工会補助金
●中小企業経営安定資金融資利子補給費補助金
●渡島檜山北部通年雇用促進支援事業

（５）観光の振興
●せたな町特産品・パークゴルフ場PR事業
●観光施設及び各種公園等維持管理業務
●ふれあい市場建設工事（新規）
●温泉ホテルきたひやま花壇造成事業（新規）
●観光協会補助金

主な事業

 
活
力
に
満
ち
た

産
業
の
ま
ち

第２
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地
球
温
暖
化
防
止
な
ど
環
境
を
総

合
的
に
と
ら
え
た
施
策
を
町
民
の
み

な
さ
ん
と
一
体
と
な
っ
て
積
極
的
に

推
進
し
、
自
然
と
共
生
す
る
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
ま
す
。

　

上
下
水
道
の
整
備

（１）
　

水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
現
在
申

請
手
続
き
を
行
っ
て
い
る
久
遠
簡
易

水
道
事
業
認
可
変
更
を
も
と
に
、
今

後
６
年
間
の
予
定
で
計
画
し
て
い
る

大
成
区
水
道
施
設
整
備
事
業
に
着
手

し
、
初
年
度
は
、
宮
野
峠
下
地
区
の
水

道
施
設
築
造
工
事
等
を
実
施
し
ま
す
。

　

下
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
北
檜

山
市
街
地
に
お
け
る
雨
水
排
水
対
策

の
た
め
管
渠
設
計
調
査
を
実
施
す
る

ほ
か
、
各
処
理
場
施
設
等
の
営
繕
を

計
画
的
に
実
施
し
、
引
き
続
き
改
造

資
金
の
貸
付
制
度
及
び
補
助
制
度
を

積
極
的
に
周
知
し
な
が
ら
水
洗
化
率

の
向
上
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
度
か
ら
国
や
道
と
の

協
議
を
ス
タ
ー
ト
し
た
「
汚
水
処
理
施

設
共
同
整
備
（
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
）
事
業
」
に

つ
い
て
は
、
本
年
度
は
施
設
整
備
に

係
る
詳
細
設
計
業
務
を
行
い
ま
す
。

　

環
境
衛
生
対
策
の
推
進

（２）
　

家
庭
ご
み
等
の
減
量
化
、
資
源
化

へ
の
意
識
高
揚
と
ご
み
の
不
法
投
棄

や
野
焼
き
な
ど
の
未
然
防
止
に
よ
る

環
境
保
全
と
環
境
美
化
の
向
上
に
努

め
ま
す
。

　

北
部
桧
山
衛
生
セ
ン
タ
ー
組
合
の

ご
み
埋
立
処
分
場
に
つ
い
て
は
、
平

成　

年
度
か
ら
整
備
を
進
め
て
き
ま

１８
し
た
が
、
本
年
度
は
、
浸
出
水
処
理
施

設
等
の
本
体
工
事
の
実
施
に
よ
り
一

連
の
工
事
が
終
了
と
な
り
、
新
た
な

ご
み
埋
立
処
分
場
が
完
成
し
ま
す
。

　

災
害
に
強
い
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

（３）
　

地
域
防
災
計
画
に
基
づ
き
地
震
を

は
じ
め
火
災
、
風
水
害
な
ど
の
あ
ら

ゆ
る
災
害
か
ら
住
民
の
生
命
や
財
産

を
守
る
と
共
に
、
地
域
消
防
力
の
強

化
、
救
急
救
命
体
制
な
ど
の
充
実
を

図
る
ほ
か
、
住
民
の
防
災
意
識
の
高

揚
に
努
め
ま
す
。

　

特
に
本
年
度
は
、
北
檜
山
消
防
団

第
１
分
団
の
消
防
ポ
ン
プ
車
、
瀬
棚

消
防
団
第
２
分
団
の
小
型
動
力
ポ
ン

プ
付
積
載
車
を
更
新
し
、
消
防
力
の

強
化
を
図
り
ま
す
。

　

交
通
安
全
・
防
犯
・
消
費
者
対
策
に

つ
い
て
は
、
引
き
続
き
地
域
や
関
係

機
関
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
交
通
事

故
防
止
に
取
り
組
む
と
共
に
、
防
犯

活
動
に
努
め
ま
す
。

　

特
に
近
年
は
、
新
た
な
「
振
込
め
詐

欺
」「
悪
質
商
法
」
な
ど
犯
罪
が
悪
質

巧
妙
化
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
消
費

者
の
安
全
と
利
益
を
守
る
た
め
の
情

報
提
供
や
啓
発
活
動
に
努
め
ま
す
。

　　

定
住
基
盤
と
な
る
快
適
な
住
環
境

整
備
を
進
め
る
た
め
、
物
流
促
進
、
観

光
振
興
、
高
次
医
療
施
設
へ
の
搬
送
な

ど
、
広
域
的
な
幹
線
道
路
と
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
形
成
し
、
地
域
経
済
の
活
性

化
に
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
地

域
高
規
格
道
路
の
渡
島
半
島
横
断
道

路
や
開
発
道
路
北
檜
山
大
成
線
を
は

じ
め
と
す
る
国
道
・
道
道
の
整
備
を
促

進
し
、
町
道
の
整
備
、
港
湾
・
漁
港
の

整
備
、
バ
ス
等
の
公
共
交
通
機
関
の
維

持
、
高
度
情
報
通
信
基
盤
の
充
実
等
を

図
り
、
交
通
・
定
住
を
支
え
る
生
活
基

盤
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　

道
路
網
の
整
備

（１）
　

国
道
に
つ
い
て
は
、
地
域
高
規
格

道
路
「
渡
島
半
島
横
断
道
路
」
及
び
国

道
２
２
９
号
の
整
備
促
進
に
つ
い
て

引
き
続
き
要
請
し
ま
す
。
ま
た
、
開

■第３
自然と共生する
安全なまち

■第４
多様な交流を生む
賑わいのある快適なまち

（１）上下水道の整備

●大成区水道施設整備事業

●若松地区配水管布設工事（旭橋）

●公共下水道事業

●特定環境保全公共下水道事業

●汚水処理施設共同整備（ＭＩＣＳ）事業

（２）環境衛生対策の推進

●源泉施設点検整備業務

●狩場葬苑管理清掃運営事業

●資源ごみ回収補助金

●合併浄化槽設置補助金

●公営温泉浴場管理運営事業

●北部桧山衛生センター組合負担金

（３）災害に強い安全なまちづくり

●町営住宅火災警報器設置事業

●檜山広域行政組合消防費負担金

●防災行政無線保守点検業務

（１）道路網の整備

●町道等除雪業務

●町道等排雪業務

●防雪柵設置取外業務

●流雪溝施設維持管理事業

●町道橋点検調査業務（新規）

●町道交通安全施設整備工事

●雪寒機械更新事業（新規）

●町道丹羽豊田線防雪柵設置事業

●町道南５号線改良舗装事業（新規）

（２）住環境の整備

●徳島団地町営住宅建替事業（５号棟建替

工事、屋外施設整備工事、駐車場整備工事）

主な事業

多
様
な
交
流
を
生
む
賑

い
の
あ
る
快
適
な
ま
ち

第４

自
然
と
共
生
す
る

安
全
な
ま
ち

第３

せたな町が取り 組む６つの施組む６つの施策策
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発
道
路
北
檜
山
大
成
線
に
つ
い
て
は
、

早
期
完
成
に
向
け
関
係
機
関
に
対
し

要
請
活
動
を
重
ね
ま
す
。

　

道
道
に
つ
い
て
は
、
北
檜
山
大
成

線
の
旭
橋
架
換
工
事
が
継
続
実
施
さ

れ
る
予
定
で
あ
り
、
上
浦
工
区
の
拡

幅
改
良
の
早
期
完
成
と
都
地
区
の
道

路
改
良
、
さ
ら
に
、
八
雲
北
檜
山
線
の

道
路
改
良
に
つ
い
て
引
き
続
き
要
請

し
ま
す
。

　

町
道
に
つ
い
て
は
、
丹
羽
豊
田
線

防
雪
柵
設
置
工
事
が
本
年
度
完
成
予

定
で
あ
り
、
新
規
事
業
で
は
、
2
ヵ
年

計
画
に
よ
り
南
5
号
線
改
良
工
事
に

着
工
し
ま
す
。

　

快
適
な
住
環
境
の
整
備

（２）
　

平
成　

年
度
か
ら
継
続
実
施
し
て

11

き
ま
し
た
徳
島
団
地
町
営
住
宅
建
替

事
業
計
画
が
最
終
年
度
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
５
号
棟
の
建
築
工
事
を
は
じ

め
、
住
宅
周
辺
の
外
構
整
備
工
事
等

に
つ
い
て
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
消

防
法
の
改
正
に
伴
い
設
置
が
義
務
付

け
ら
れ
ま
し
た
火
災
警
報
器
の
設
置

に
つ
い
て
も
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
、

年
次
計
画
に
よ
り
実
施
し
ま
す
。

　　

せ
た
な
町
に
は
、
豊
か
な
自
然
環
境

と
価
値
あ
る
歴
史
と
文
化
が
息
づ
い

て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
社
会
資
源
を

活
か
し
、
子
ど
も
も
大
人
も
生
涯
に
わ

た
っ
て
学
習
し
、
充
実
し
た
人
生
を
送

り
、
他
人
を
思
い
や
る
「
豊
か
な
心
の

育
成
」
が
望
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
能
力

を
伸
ば
し
、
将
来
に
夢
や
希
望
を
も
っ

て
、
社
会
を
自
立
し
て
生
き
る
力
を
育

て
る
と
と
も
に
、
他
者
に
対
す
る
思
い

や
り
や
優
し
さ
を
持
ち
、
人
、
社
会
、

自
然
と
と
も
に
生
き
る
心
を
育
む
「
人

づ
く
り
」
の
た
め
に
も
、
今
年
度
は
、

北
檜
山
小
学
校
の
グ
ラ
ン
ド
整
備
や

北
檜
山
幼
稚
園
の
増
築
を
は
じ
め
、
子

ど
も
た
ち
の
学
習
環
境
を
計
画
的
に

整
備
す
る
と
と
も
に
生
涯
学
習
の
推

進
と
充
実
に
努
め
ま
す
。

　

各
区
と
の
自
治
会
組
織
の
連
携
強

化
を
図
り
、
町
政
へ
の
理
解
と
関
心

を
深
め
、
町
民
の
意
見
を
町
政
に
反

映
し
て
い
く
よ
う
努
め
る
と
共
に
、

町
民
一
人
ひ
と
り
の
意
欲
が
「
ま
ち
づ

く
り
」
に
生
か
さ
れ
る
よ
う
、
町
民
と

行
政
、
町
内
会
や
企
業
な
ど
の
協
力

に
よ
る
町
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
合
併
特
例
区
に
つ
い
て
は
、

今
年
度
を
も
っ
て
設
置
期
間
が
満
了

し
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
地
域
住
民

の
皆
さ
ん
の
意
見
を
行
政
に
反
映
さ

せ
る
た
め
地
域
自
治
区
へ
の
移
行
に

つ
い
て
取
り
進
め
ま
す
。

■第５
豊かな人間性と
文化をはぐくむまち

●教育推進計画策定委員報酬（新規）

●外国青年招致事業（外国語指導助手）

●特別支援教育支援員等賃金

●太櫓小学校海浜留学推進協議会運営費補助金

●へき地複式教育研究連盟補助金

●教員住宅屋根葺替等修繕（新規）

●小学校陸上競技大会補助金

●グランド造成工事

●中学校活動事業補助金

●瀬棚商業高等学校海外派遣事業補助金

●北檜山幼稚園保育室増築工事（新規）

●子どもの読書活動推進計画策定委員報酬（新規）

●各種生涯学習講座等講師謝礼

●国内研修参加奨励補助金

●姉妹都市交流推進協議会補助金

●社会教育関係団体等補助金

●学校支援地域本部事業（新規）

●図書データー整理作業用臨時職員賃金（新規）

●郷土館管理

●B&Gスポーツ大会北海道大会開催経費（新規）

●全道全国大会参加奨励補助金

●保健体育関係団体等補助金

●スポーツ合宿招聘事業補助金

●B&G瀬棚海洋クラブ補助金

●スポーツフェスタ実行委員会補助金

●出生祝金

●地域人権啓発活動活性化事業（新規）

●生活交通路線維持費補助金

●生活交通路線維持バス購入補助金（新規）

●通学定期運賃補助金

●町内会連絡業務事業交付金

●合併特例区交付金

●納税貯蓄組合連合会補助金

●環境美化運動推進事業補助金

●街路灯維持管理補助金

●福祉バス運行業務

●患者輸送車運行業務

●各区イベント事業補助金

●スクールバス運行業務

●スクールハイヤー運行業務

●区営バス運行業務

■第６
みんなで
つくるまち

主な事業

豊
か
な
人
間
性
と
文

化
を
は
ぐ
く
む
ま
ち

第５

み
ん
な
で

つ
く
る
ま
ち

第６

せたな町が取り 組む６つの施せたな町が取り  策
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新採用職員をご紹介します

皆さんどう皆さんどうぞぞ
よろしくお願よろしくお願いい
します!します!!!

　はじめまして、宮本と申します。先月

まで八雲町の老人保健施設で働いてお

りました。少しでも早くせたな町に慣

れ、皆様のお役に立てるよう頑張ります

ので、よろしくお願いいたします。

（作業療法士）

  宮本　則子（みやもと のりこ）
  せたな町立国保病院作業療法係
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コ
リ
ド
ー
ル
交
流
情
報

コ
リ
ド
ー
ル
交
流
情
報
館館

〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜
行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行
っっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっ
ててててててててててててててててててててててててててててて
みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみ

っ
て
み
よよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよ
ううううううううううううううううううううううううううううう
！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！
う
！
ととととととととととととととととととととととととととととと
ななななななななななななななななななななななななななななな
りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり

と
な
り
まままままままままままままままままままままままままままままま
ちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちち
〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜
ち
〜

長
万
部
町                                      

〜
ナ
イ
ス
シ
ョ
ッ
ト
〜

あ
や
め
公
園
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

あ
や
め
公
園
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
が
４
月　

日
に

１７

オ
ー
プ
ン
の
予
定
で
す
。
全　

ホ
ー
ル
の
ほ
か
、

３６

町
花
で
あ
る
「
あ
や
め
」
な
ど
の
花
壇
が
整
備
さ

れ
、
６
月
下
旬
〜
７
月
中
旬
に
は
、
多
数
の
「
あ

や
め
」
が
咲
き
誇
り
ま
す
。
●
プ
レ
ー
代
（
町
外
） 

１
日
券
／
大
人
5
0
0
円
、
小
人
3
0
0
円
、
そ

の
他
、
回
数
券
も
あ
り
（
用
具
貸
出
無
料
）
●
問

い
合
わ
せ
先
／
役
場
産
業
建
設
課 
殺
0
1
3
7

7
・
2
・
2
4
5
6

八
雲
町                                         

難
易
度
の
異
な
る
２
つ
の
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

４
月　

日
オ
ー
プ
ン
！

２５

噴
火
湾
を
望
む
、
絶
景
の
フ
ィ
ー
ル
ド
の
『
噴
火
湾

パ
ノ
ラ
マ
パ
ー
ク
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
』
と
清
流
・

遊
楽
部
川
に
隣
接
し
た
爽
や
か
な
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
『
遊
楽
部
公
園
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
』
が
４
月　
２５

日
（
土
）
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
●
営
業
時
間
／

日
出
〜
日
没
（
チ
ケ
ッ
ト
販
売
午
後
５
時
ま
で
）

●
利
用
料
金
／
５
０
０
円
、
シ
ー
ズ
ン
券
も
あ
り

●
定
休
日
／
噴
火
湾
パ
ノ
ラ
マ
パ
ー
ク　

毎
週
月

曜
日
／
遊
楽
部
公
園　

第
２
・
４
火
曜
日
●
問
い

合
わ
せ
先
／
噴
火
湾
パ
ノ
ラ
マ
パ
ー
ク 
殺
0
1
3

7
・
6
5
・
6
0
3
0

八
雲
町
熊
石
地
域                            

試
し
て
み
て
！
熊
石
海
洋
深
層
水

海
洋
深
層
水
は
、
熊
石
漁
港
内
の
熊
石
海
洋
深
層

水
総
合
交
流
施
設
で
分
水
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、

お
試
し
く
だ
さ
い
。
●
町
外
利
用
者
／
小
口
分
水

一
般
用
（
2
0
㍑
）
１
０
０
円
／
業
務
用
（
１
弱
）

６
０
０
円
／ 
大
口
分
水
一
般
用
（
１
弱
）
６
０
０

円
／
業
務
用
（
１
弱
）
６
０
０
円
●
問
い
合
わ
せ

先
／
熊
石
海
洋
深
層
水
総
合
交
流
施
設 
殺
0
1
3

9
8
・
2
・
2
3
0
0

今
金
町                                         

〜
４
月
下
旬
オ
ー
プ
ン
（
予
定
）
〜

奥
美
利
河
温
泉
山
の
家

冬
期
間
閉
ざ
さ
れ
て
い
た
「
奥
美
利
河
温
泉
山
の

health

平
成　

年
度
各
種
検
診
等
の
日
程
に
つ
い
て

２１

釜
保
健
師
か
ら
の
健
康
ア
ド
バ
イ
ス

早
期
発
見
が
大
切
で
す
鎧

今月の担当

北檜山区

垣本 利子です
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家
」
が
４
月
下
旬
オ
ー
プ
ン
す
る
予
定
で
す
。

ち
ょ
っ
と
ぬ
る
め
の
温
泉
は
、
ゆ
っ
く
り
つ
か
れ

る
癒
し
の
空
間
。
●
日
帰
り
入
浴
料
金
／
大
人
3

0
0
円
、
小
学
生
1
5
0
円
、
幼
児
無
料
●
宿
泊

料
／
大
人
5
、5
5
7
円
〜
、
小
学
生
4
、7
7
7

円
〜
（
１
泊
２
食
付
税
込
み
）
●
問
い
合
わ
せ
･
予

約
申
し
込
み
先
／
ク
ア
プ
ラ
ザ
ピ
リ
カ 
殺
0
1
3

7
・
8
3
・
7
1
1
1
●
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
／h

ttp
:/

/b
u
sin
ess4

.p
lala.o
r.jp
/p
irika/

せ
た
な
町
北
檜
山
区                  　
   

４
月　

日
（
予
定
）
オ
ー
プ
ン
！

１１

北
檜
山
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

全
道
屈
指
の
広
さ
を
誇
る
北
檜
山
グ
リ
ー
ン
パ
ー

ク
・
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
が
、
４
月　

日
（
予
定
）
オ
ー

１１

プ
ン
し
ま
す
。
●
１
ラ
ウ
ン
ド
／
高
校
生
以
上
３

０
０
円
、
中
学
生
以
下
・　

歳
以
上
１
０
０
円
●
１

７０

日
券
／
そ
れ
ぞ
れ
１
ラ
ウ
ン
ド
の
２
回
分
●
回
数

券
／　

ラ
ウ
ン
ド
用
３
、０
０
０
円
●
用
具
一
式

１２

／
２
０
０
円
●
問
い
合
わ
せ
先
／
産
業
振
興
課 
殺

0
1
3
7
・
8
4
・
5
1
1
1
／
北
檜
山
グ
リ
ー

ン
パ
ー
ク 
殺
0
1
3
7
・
8
6
・
0
5
3
0

せ
た
な
町
瀬
棚
区                            

ご
予
約
受
付
中
で
す
！

せ
た
な
青
少
年
旅
行
村

せ
た
な
青
少
年
旅
行
村
が
４
月
中
旬
よ
り
オ
ー
プ

ン
し
ま
す
。
キ
ッ
チ
ン
、
ガ
ス
コ
ン
ロ
、
水
洗
ト

イ
レ
、
冷
蔵
庫
、
テ
レ
ビ
、
暖
房
器
具
な
ど
設
備
が

充
実
し
て
い
る
人
気
の
ケ
ビ
ン
は
毎
年
さ
く
さ
ん

の
ご
予
約
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
、

バ
ン
ガ
ロ
ー
が
３
棟
新
築
さ
れ
ま
し
た
。
持
込
テ

ン
ト
サ
イ
ト
も
あ
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
利

用
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
●
問
い
合
わ
せ
先
／

瀬
棚
総
合
支
所 
殺
0
1
3
7
・
8
7
・
3
3
1
1

せ
た
な
町
大
成
区                            

国
民
宿
舎
『
あ
わ
び
山
荘
』

貝
取
澗
渓
谷
の
雄
大
な
自
然
に
ひ
っ
そ
り
と
抱
か

れ
て
い
る
「
あ
わ
び
山
荘
」。
4
月　

日
ま
で
湯
治

20

特
別
割
引
プ
ラ
ン
・
せ
た
な
町
民
宿
泊
還
元
プ
ラ

ン
の
ほ
か
歓
送
迎
会
プ
ラ
ン
も
あ
り
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。（
ご
宴
会
後
の
宿
泊
が

お
得
で
す
）
※
あ
わ
び
鍋
な
ど
の
特
別
料
理
も
あ

り
ま
す
。
●
宿
泊
料
／
大
人
7
、6
0
0
円
、
小
学

生
6
、0
6
0
円
、
幼
児
1
、4
6
0
円
（
寝
具
の
ご

利
用
の
み
）
●
問
い
合
わ
せ
先
／
国
民
宿
舎
あ
わ

び
山
荘 
殺
0
1
3
9
8
・
4
・
5
5
2
2



函館選抜選手として４人が全道大会へ
北中女子バスケ部から（北檜山区）

　バスケットボールの函館地区選考会において、
北檜山中学校女子バスケットボール部（兒玉光晴
顧問）から、４人が全道大会の選抜選手として選ば
れました。
　今回函館選抜に選ばれたのは、２年生１名、１
年生３名で、小学校時代からバスケットボールで
ＭＶＰ賞受賞や全道大会へ出場経験のある選手た
ち。２年生は札幌市、１年生は北見市でそれぞれ
３月２８日（土）・２９日（日）開催される全道大会に
出場します。
◎選ばれた選手の皆さん
井上麻衣さん（北中2年・2回目）、阿部夢梨亜さん
（北中1年）、中飯唯菜さん（北中1年）、山本紗綾さ
ん（北中1年）

中学生によるボランティア活動
北檜山中学校１年生（北檜山区）

　北檜山中学校（角谷幸保校長）１年生（４０人）
がこのほど、町内各施設でボランティア活動に励
みました。これは、総合的な学習の一環で行われ、
異世代との交流を通して、ボランティア精神を育
むと共に相手の立場になって考える力を養い、自
分たちで学習する取り組みをとおして、自主性、
思考力、行動力、協調性を高めることを目的とし
ています。　　
　生徒たちはいくつかのグループに分かれて企画
立案から終了後お礼文書を発行するまで全て生徒
が行いました。訪問先は、保育所、幼稚園、子育て
支援センター、デイサービス、特別養護老人ホー
ムの5箇所で、幼児やお年寄りとの交流を通して、
ボランティア精神を育みました。

叙勲受章者をご紹介します

特旨叙位･特別叙勲を受章

故 松崎啓次 氏（瀬棚区）
元　北海道瀬棚町議会議長

　元瀬棚町議会議長の故 松崎啓次氏に特旨叙位

として「従六位」、特別叙勲として「旭日双光章」

が授与されました。松崎氏は、昭和４７年に瀬棚町

議会に初当選されて以来平成８年まで連続６期２４

年間の永きにわたる在職期間中、議長をはじめ、

産業建設常任委員会副委員長など要職を歴任さ

れ、地方自治に大きく貢献された功績が認められ

受章となりました。
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函館地区選抜選考会で４人が全道大会へ
ミニバスケ新人大会

　１月１８日（日）、２４日（土）、２５日（日）の３日
間、函館市内の小学校で開催された第１６回函館地
区ミニバスケットボール新人大会において、せた
な町ミニバスケットボールクラブ（中飯敏弘監督）
が３位の成績を収め、４人が全道大会への選抜選
手として選ばれました。
　全道大会へは、函館地区からEAST（東）、WEST
（西）の２チームが出場。選ばれた４人の選手は女
子選抜EASTとして、毎週日曜日、函館市内の小学
校体育館で練習を重ね、３月２８日（土）２９日（日）
恵庭市と江別市で開催される全道大会に挑みま
す。
◎選ばれた選手の皆さん
山本東季さん（北檜山小５年）、畠山比呂さん（久
遠小５年）、山内七菜花さん（久遠小４年）、南谷
美帆さん（久遠小４年）

「海上安全・大漁祈願祭」開催    2/17
今年の海上安全と大漁を願って（瀬棚区）

　2月17日（火）、瀬棚町民センターにおいて、ひ
やま漁協瀬棚支所等主催の「海上安全並びに大漁
祈願祭」が行われました。
　この祈願祭は、過去の大規模海難の悲劇を繰り
返さないようにと、毎年この日に伊勢神宮で開催
される豊穣祈願祭に合わせて行われており、50年
以上も続いている伝統的な行事です。
　この日は、同支所に所属する瀬棚、北檜山両区
の漁業関係者等約90名が出席し、今年の安全操業
と豊漁を願いました。

戸沼建設㈱による地域貢献活動

善意に感謝いたします

　昨年１０月から後志利別川の河川改修工事を受注

していた、函館市の戸沼建設㈱（戸沼平八代表取締

役）が北檜山区丹羽の名所「荷卸の松」前のスペー

スをキレイに舗装してくださいました。

　これは、車を停車して見物している方を見かけ

た際に、足元の状態が悪く、泥だらけだったこと

から、地域貢献活動の一貫として実施して頂いた

ものです。

15 Setana Public Relations 
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二
〇
〇
八
年
が
明
け
て
一
ヶ
月
が

過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
昨
年
の

異
常
な
少
雪
暖
冬
に
続
き
、
今
冬
も

同
傾
向
の
よ
う
で
灯
油
高
か
ら
歓
迎

も
さ
れ
る
の
で
す
が
、
あ
る
程
度
冬

は
雪
が
な
い
と
不
都
合
な
面
も
多
々

あ
る
こ
と
も
事
実
で
す
。
地
球
温
暖

化
が
危
惧
さ
れ
、
全
世
界
的
な
防
止

対
策
が
緊
喫
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
昨
年
、
世
界
の
科
学
者
た
ち
に

よ
る
「
気
候
変
動
に
関
す
る
政
府
間
パ

ネ
ル
（
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
）」
の
報
告
書
は

「
温
暖
化
の
原
因
が
人
間
活
動
で
あ
る

可
能
性
は　

％
以
上
。
今
後
も
温
暖

９０

化
は
進
む
が
、
対
策
を
強
化
す
れ
ば

深
刻
な
影
響
を
回
避
す
る
こ
と
は
で

き
る
」
と
提
言
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
七
月
開
催
さ
れ
る
「
北
海
道
洞

爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
」
は
、
地
球
温
暖
化
防

止
を
主
テ
ー
マ
と
し
て
い
ま
す
。
先

進
国
首
脳
を
は
じ
め
と
し
、
各
国
政

府
関
係
者
、
報
道
機
関
、
警
備
関
係
者

等
々
膨
大
な
数
の
人
々
の
来
道
が
予

測
さ
れ
、
道
内
へ
の
経
済
効
果
も
試

算
さ
れ
る
な
ど
、
道
内
外
か
ら
の
期

待
も
大
き
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
道

と
し
て
も
サ
ミ
ッ
ト
道
民
会
議
（
会
長

高
橋
は
る
み
知
事
）
を
立
ち
上
げ
、
各

国
首
脳
と
の
交
流
事
業
「
未
来
へ
の

夢
、
世
界
と
の
絆
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

に
道
内
二
十
市
町
村
が
二
十
六
事
業

を
提
案
、
サ
ミ
ッ
ト
開
催
へ
向
け
本

格
的
に
始
動
し
て
い
ま
す
。

　

地
球
温
暖
化
を
も
た
ら
す
温
室
効

果
ガ
ス
排
出
削
減
に
実
効
性
を
持
た

す
た
め
、
十
年
前
に
採
択
さ
れ
た
「
京

都
議
定
書
（
気
候
変
動
枠
組
み
条
約
）
」

の
達
成
が
難
し
い
国
際
状
況
も
あ
り

ま
す
が
、
「
温
暖
化
」
を
人
ご
と
と

思
っ
て
い
る
人
は
少
な
く
な
っ
て
お

り
、
世
論
調
査
で
も
九
割
以
上
の
人

が
「
生
活
習
慣
の
改
革
」
が
必
要
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
開
催
を
単
な
る

祭
り
事
に
終
え
る
こ
と
な
く
、
豊
か

な
自
然
と
食
を
売
り
と
す
る
北
海
道

の
未
来
の
た
め
環
境
保
全
、
温
暖
化

防
止
を
全
世
界
に
発
信
し
、
各
人
が

日
常
身
近
に
考
え
、
行
動
す
る
機
会

と
考
え
た
い
。

プププププププププププ

リリリリリリリリリリリ

ズズズズズズズズズズズ

ムムムムムムムムムムム

　

映
画
「
お
く
り
び
と
」
が
ア
カ
デ

ミ
ー
賞
（
ア
メ
リ
カ
映
画
芸
術
科
学
ア

カ
デ
ミ
ー
・
一
九
二
七
年
創
立
）
外
国

優
秀
映
画
賞
受
賞
は
日
本
映
画
界
初

の
快
挙
で
あ
り
、
い
ろ
ん
な
面
で
反
響

を
呼
ん
で
い
ま
す
。
題
材
が
地
味
で

重
た
い
感
じ
か
ら
、
前
評
判
に
反
し
て

の
受
賞
は
驚
喜
そ
の
も
の
の
感
が
し

ま
す
。

　

楽
団
の
解
散
で
チ
ェ
ロ
奏
者
の
道

を
絶
た
れ
、
故
郷
で
ひ
ょ
ん
な
こ
と
か

ら
、「
納
棺
師
」
と
な
っ
た
主
人
公
が

様
々
な
死
と
向
き
合
う
こ
と
で
、
そ
こ

に
息
づ
く
愛
の
姿
を
見
つ
め
て
い
く

ス
ト
ー
リ
ー
で
す
。
主
演
の
本
木
雅

弘
さ
ん
は
「
誰
に
も
訪
れ
る
最
後
の
瞬

間
を
よ
り
良
い
も
の
に
す
る
た
め
の

お
手
伝
い
を
す
る
の
が
納
棺
師
」
と
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
で
答
え
、
死
に
装
束
、
死

に
化
粧
な
ど
一
連
の
所
作
ひ
と
つ
ひ

と
つ
を
「
匠
の
仕
事
」「
美
学
の
極
致
」

と
し
て
演
ず
る
姿
は
観
る
者
を
刮
目

（
か
つ
も
く
）
さ
せ
る
と
評
さ
れ
て
い

ま
す
。
大
切
な
人
を
ど
う
送
る
か
、
ど

う
送
ら
れ
た
い
か
と
い
う
す
べ
て
の

人
に
普
遍
的
な
テ
ー
マ
を
通
し
て
、
夫

婦
、
子
ど
も
、
父
や
母
、
祖
父
母
な
ど

の
肉
親
へ
の
想
い
、
生
死
、
愛
、
命
の

有
り
様
を
現
代
社
会
に
提
起
し
て
い

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

古
今
東
西
人
間
社
会
の
厳
然
た
る

習
い
と
し
て
葬
送
の
儀
が
あ
り
ま
す

が
、
特
に
、
遺
族
の
成
員
で
あ
る
子
ど

も
を
も
立
ち
会
わ
せ
る
こ
と
が
大
切

で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
死
生
観
、
命
の

尊
厳
さ
家
族
愛
な
ど
人
間
と
し
て
成

長
過
程
に
と
っ
て
必
須
な
糧
で
あ
り
、

貴
重
な
機
会
と
な
る
は
ず
で
す
。

　

血
縁
、
地
縁
が
薄
れ
て
い
く
昨
今
、

葬
儀
規
模
の
大
小
は
さ
て
お
い
て
、
遺

族
や
故
人
の
知
己
な
ど
が
「
お
く
り
び

と
」
と
し
て
懇
ろ
に
葬
送
の
儀
に
あ
た

り
た
い
も
の
で
す
。

第３位第２位第１位大回転部門
大関　翔也（玉川小）　長岡　礼穏（北檜山小）小澤　裕太（北檜山小）男　子

小学1･2年生
佐野　涼花（久遠小）　横田ひかり（久遠小）　上野　有紗（久遠小）　女　子
三浦　琢斗（北檜山小）
平澤　亮斗（久遠小）　手塚　大樹（久遠小）　小泉　星太（北檜山小）男　子

小学3･4年生
山崎代史伽（北檜山小）須田　美好（瀬棚小）　斉藤みやび（北檜山小）女　子
赤堀冴太朗（北檜山小）　横田　朝陽（久遠小）　田中　佑磨（玉川小）男　子

小学5･6年生
杉村砂優里（久遠小）　横井　千夏（太櫓小）　田中　史子（小倉山小）女　子
西村　竜太（大成区）　清水　孝寿（大成区）　志和　勝美（大成区）　男　子

一　　般
桝田美和子（大成区）　横田　美代（大成区）　藤谷　久子（大成区）　女　子

　２月８日（日）、せたな町丹羽スキー場において、第
２回せたな町民スキー大会が開催され、小学生４８名、
一般１３名の選手が出場しました。大会は、小学生から
一般成人までが大回転、その他、幼児と小学校低学年
でソリ・スキー種目を実施しました。参加選手は、日頃
の練習の成果を思う存分発揮し、好タイムが続出する
など大盛況な大会となりました。

第２回せたな町民スキー大会

　２月１５日、大成区女性団体連絡協議会主催による、
女性研修交流会が農漁村総合センターで開催され、５４
名の女性会員が参加しました。午前の部では、カロー
リング交流大会を開催。昨年度も実施した甲斐もあっ
て、要領を覚えた会員さん方は、チームで作戦を練り、
どの試合も白熱したバトルが繰り広げられました。
　優勝したのは、地区会長連合チーム（金子さん・濱
野さん・本間さん）でした。午後の部では、平田内小
学校の杉村先生、長磯小学校の竹内先生を講師として
お招きし、普段の運動不足を解消に、リズム遊びや
フォークダンスで心地よい汗を流しました。

大成区女性研修交流会

　２月１３日（金）、せたな町民ふれあいプラザにおいて、
せたな町高齢者大学修了式が行われました。今年度の
修了生は、北檜山いきがい学園９４名、大成くおん大学
２８名、瀬棚寿大学１６名となり、各大学の代表者へ修了
証書が手渡されました。
　式典終了後に、道高むつ子氏による記念公演が行わ
れ、「江差追分に想う」をテーマに、これまでの歩み
（小講演）や民謡・歌謡曲などを披露していただき、迫
力のある歌声に拍手喝采となりました。

平成２０年度せたな町高齢者大学修了式
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生・涯・学・習 

　２月２８日（土）、北檜山区のスポーツ公園テニスコー
ト内において、雪合戦体験が行われました。当日は、
少し肌寒い風が吹いておりましたが晴天となり、北檜
山区・瀬棚区の小学生３７名が参加しました。
　雪合戦協会の指導のもと、基本的なルールや動きを
学び、数グループに分かれて実際に対戦を行いました。
　試合は、ハッスルプレーや珍プレーが続出するなど
白熱した試合となり、楽しいひとときとなりました。

ウィークエンド活動促進事業「雪合戦体験」

　２月２６日（木）、平田内小学校・長磯小学校の児童の
保護者を対象に、子育てに関わる知識や技術、家庭の
教育力の向上、子どもに関する諸課題の解決に向けた
取り組みとして、「子育て学級」が平田内小学校を会場
に開催されました。
　参加者からは、「家庭それぞれの対応の仕方」「親の
考え方の違い」「自分以外の子育て感を得た」など、我
が子を再度見つめ直す機会として効果が得られた学習
機会となりました。

平成２０年度「子育て学級」
（平田内小学校・長磯小学校合同家庭教育学級）

　２月１６日（月）、せたな町民ふれあいプラザにおい
て、北檜山区の女性会員が集い、研修交流会が開催さ
れました。「あなたらしく わたしらしく 温もりある地
域社会」を研修テーマに、午前中は「介護」を学び、
午後からは「ステップダンス」を行い、心地よい汗を
流しながら互いの交流が深められました。

平成２０年度北檜山区女性研修交流会

　大成区親子ふれあい推進事業実行委員会（石原広務
委員長）主催の「第１４回ミニミニ大運動会」が、３月
１日（日）、大成農漁村総合センターで開かれ、幼児か
ら大人まで区民９４名が参加しました。
　なわとびコンテストや１０人１１脚など公認記録も含め
て、大会新記録や歴代ベストテン内にランクインする
など数々の新記録が生まれました。
　また、お昼にはバイキング、お楽しみ抽選会など、豪
華盛りだくさんの１日となりました。

大成区親子ふれあい推進事業

「第１４回ミニミニ大運動会」
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ご
利
用
く
だ
さ
い　
　
　
        

北
檜
山
職
業
相
談
室
で

の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

　

雇
用
保
険
受
給
手
続
か
ら
認

定
・
給
付
ま
で
、
ご
本
人
の
申
し

出
に
よ
り
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
八
雲

で
受
付
が
で
き
ま
す
の
で
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
函
館
・
北
檜

山
職
業
相
談
室
へ
の
４
月
の
職

員
派
遣
日
は
次
の
と
お
り
で

す
。
大
成
区
の
方
の
管
轄
は
江

差
出
張
所
で
す
。

●
派
遣
日
時

・
４
月　

日
昌
午
後
１
時
〜
５
時

１５

・
４
月　

日
昭
午
前
9
時
〜
正
午

１６

問
合
せ　

北
檜
山
職
業
相
談
室

　

殺
0
1
3
7
・
8
4
・
5
7
2
4

問
合
せ　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
八
雲

　

殺
0
1
3
7
・
6
2
・
2
5
0
9

問
合
せ　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
江
差

　

殺
0
1
3
9
・
5
2
・
0
1
7
8

ご
利
用
く
だ
さ
い　
  　
         

精
神
保
健
相
談
（
心
の
健
康

相
談
）
の
実
施
に
つ
い
て

　

八
雲
保
健
所
で
は
、
精
神
保

健
及
び
同
障
が
い
者
福
祉
に
関

す
る
相
談
を
実
施
し
ま
す
。
相

談
は
、
事
前
予
約
制
で
す
。

●
日
時
／
４
月
９
日
昭

　

午
後
１
時　

分
〜
３
時

３０

●
場
所
／
八
雲
保
健
所

●
相
談
員
／
精
神
科
医
師
又
は

心
理
相
談
員

問
合
せ　

八
雲
保
健
所
健
康
推
進
課

　

殺
0
1
3
7
・
6
3
・
2
1
6
8

　

お
申
込
み
く
だ
さ
い　
          

建
災
防
江
差
分
会
に
よ

る
講
習
会
の
開
催

　

建
災
防
江
差
分
会
で
は
、
有

資
格
者
の
充
足
を
図
る
た
め
、

次
の
と
お
り
講
習
会
を
開
催
し

ま
す
。
会
場
は
、
い
ず
れ
も
檜

山
建
設
会
館
（
江
差
町
字
円

山
）、
申
込
み
期
限
は
各
講
習
日

の　

日
前
ま
で
。

１０
●
車
両
系
建
設
機
械
（
整
）
安

全
衛
生
教
育
（
再
教
育
）

・
日
時
／
４
月
９
日
（
木
）

　

午
前
９
時

・
受
講
料
／
八
千
五
百
円

●
球
掛
安
全
衛
生
教
育
（
再
教

育
）

・
日
時
／
４
月　

日
（
金
）　
　

１０

　

午
前
９
時

・
受
講
料
／
八
千
五
百
円

問
合
せ　

檜
山
建
設
協
会
内

　

殺
0
1
3
9
・
5
2
・
1
8
1
3

　

せ
た
な
警
察
署
か
ら
の
お
願
い 

オ
ウ
ム
特
別
手
配
被
疑

者
の
発
見
に
ご
協
力
を

　

オ
ウ
ム
関
係
特
別
手
配
被
疑

者
で
あ
る
、
平
田
信
（　

歳
）、

４３

高
橋
克
也
（　

歳
）、
菊
地
直
子

５０

（　

歳
）
は
、
依
然
と
し
て
発
見

３７さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。「
似
て

い
る
人
を
見
た
」
等
、
ど
ん
な
些

細
な
こ
と
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん

の
で
、
情
報
提
供
を
宜
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

●
平
田
信
（
ひ
ら
た
ま
こ
と
）

　

歳
、
身
長
１
８
３
セ
ン
チ
、

４３ひ
げ
が
濃
い
、
北
海
道
出
身

●
高
橋
克
也
（
た
か
は
し
か
つ

や
）　

歳
、
身
長
１
７
３
セ
ン

５０

チ
、
眉
毛
が
濃
い
、
頭
が
大
き

い●
菊
地
直
子
（
き
く
ち
な
お
こ
）

　

歳
、
身
長
１
５
９
セ
ン
チ
、

３７右
こ
め
か
み
と
右
目
の
下
に
ホ

ク
ロ

問
合
せ　

せ
た
な
警
察
署

　

殺
0
1
3
7
・
8
4
・
6
1
1
0

　

ご
注
意
く
だ
さ
い　
  　
         

林
野
火
災
に
対
す
る
警
戒

の
強
化
に
つ
い
て

　

林
野
火
災
の
出
火
原
因
と
し

て
、
た
き
火
、
た
ば
こ
や
火
入
れ

の
不
始
末
な
ど
人
的
要
因
が
多

い
こ
と
を
踏
ま
え
、
た
き
火
の

火
の
始
末
の
徹
底
及
び
た
ば
こ

の
投
げ
捨
て
禁
止
な
ど
に
つ
い

て
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

お
手
続
き
く
だ
さ
い  　
         

定
額
給
付
金
の
給
付
申
請

に
つ
い
て

　

給
付
対
象
の
世
帯
主
の
方
に

３
月　

日
付
け
で
「
申
請
書
」
を

１８

発
送
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
９

月　

日
ま
で
に
申
請
手
続
き
を

２４
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ　

役
場
町
民
児
童
課

　

殺
0
1
3
7
・
8
4
・
5
1
1
1

問
合
せ　

瀬
棚
総
合
支
所
総
務
税
務
課

　

殺
0
1
3
7
・
8
7
・
3
3
1
1

問
合
せ　

大
成
総
合
支
所
町
民
福
祉
課

　

殺
0
1
3
9
8
・
4
・
5
5
1
1

（有料広告）

年金相談〜函館社会保険事務所による４月の年金相談開設日は次のとおりです。〜
■日時／４月８日（水）午後１時〜５時まで　■場所／役場（本庁）会議室
■問い合わせ先／役場町民児童課　殺0137-84-5111
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戸籍の窓口
（２月１日〜２月２８日届出）

　この欄に掲載をしている方は、本人または

ご家族の了解を得ています。

人口と世帯

２月末現在（前月比）

（−９）10,１７２人人 口

（−７）4,８１０人男

（−２）5,３６２人女

（＋１）4,６３２世帯世 帯

年金係からのお知らせ 　　　　                      　　

■問い合わせ先／函館社会保険事務所 殺 ０１３８-５６-１１６5
・本庁町民児童課戸籍年金係 [担当/尾野] 殺 0137-84-5111（内線１１３7）
・瀬棚総合支所総務税務課戸籍年金係 [担当/竹内] 殺 0137-87-3311（内線3115）
・大成総合支所町民福祉課戸籍年金係 [担当/奥村] 殺 01398-4-5511（内線２１５８）

学生納付特例制度（学生免除）を
ご存知ですか？

　学生納付特例制度（学生免除）とは、国

民年金に加入している所得のない学生が

申請により保険料の納付が猶予されると

いう制度です。

　学生免除に該当になると次の特典があります。

①国民年金保険料の納付が猶予されます。

②学生免除を受けた期間から１０年間は保険料を追納できます。

③学生免除期間は、保険料が追納されないと６５歳からもらう国民

年金の額には反映されませんが、年金の受給資格期間には反映さ

れます。

④学生免除中の障害事故については、障害の程度に応じ障害基　

礎年金を受給できます。

　申請は、学生証（コピー）または在学証明書と印鑑を持って、

お近くの社会保険事務所か役場戸籍年金係までお越しください。

　また、20年度中に学生免除をし、21年度も引き続き学生免除を

希望の方も、21年4月以降に再度申請が必要となりますので、手

続きをお忘れなくお願いします。

お誕生おめでとう 　　　　

○片桐　 氷樹  く  ん　（ 拓 ）丹　羽
ひょうじゅ

○小守林　 柚  ちゃん　（ 満 ）久　遠
ゆず

○櫛引　　 唯  ちゃん　（ 強 ）久　遠
ゆい

ご結婚おめでとう　　 　　

　福士　陽介 さん　豊岡

　藤村　紀子 さん　北檜山

おくやみ申し上げます 　　

○粕谷　光晴 さん　（６１歳）富　里

○山﨑　浅信 さん　（８４歳）徳　島

○藤井　豊春 さん　（86歳）長　磯

○加藤　リツ さん　（61歳）富　磯

○山口マツヨ さん　（94歳）本　陣

○松原千智子 さん　（81歳）　  都

灼

フェリー運航時刻と運賃改定
　４月からフェリーの運行時刻及び運賃が変更されますので、

お間違えのないようご利用ください。

◎表示された運賃料金は片道分です。小人は半額となります。
◎各種割引および割増については、従前どおりの適用とさせて頂きます。
◎運賃・料金の１０円未満の端数は切り上げとなります。
◎運賃料金には消費税を含みます。

■問い合わせ先

　ハートランドフェリー株式会社せたな営業所　殺0137-87-3963

特別室
（２等運賃に加算）２等１等和室１等ラウンジ

（座席指定）

20,000円
（６名様まで）1,960円（大人）3,130円（大人）3,510円（大人）

■旅客運賃・料金

奥尻発〜瀬棚着便瀬棚発〜奥尻着便期　　間

07:20―09:055214:45―16:3061４月２１日〜４月３０日

07:20―09:05

12:30―14:15

52

62

09:35―11:20

14:45―16:30

51

61
５月１日〜９月３０日

■時刻表



■
編
集
・
発
行
　
せ
た
な
町
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策
調
整
課
広
報
統
計
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０４９
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▼
卒
業
式
と
い
え
ば
、
学
生
服
の
第
２

ボ
タ
ン
。
あ
げ
た
り
、
も
ら
っ
た
り
と

い
う
甘
酸
っ
ぱ
い
青
春
の
思
い
出
が

あ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま

す
。
な
ぜ
第
２
ボ
タ
ン
か
と
い
う
と
、

１
番
心
臓
に
近
い
と
こ
ろ
に
あ
る
の

で
、
意
中
の
人
の
ハ
ー
ト
を
つ
か
む
と

い
う
意
味
で
第
２
ボ
タ
ン
を
も
ら
う
、

と
い
う
説
が
あ
る
そ
う
で
す
。
こ
の

習
慣
は
今
で
も
あ
る
の
で
し
ょ
う
か　
!?

い
つ
ま
で
も
続
い
て
欲
し
い
素
敵
な

習
慣
で
す
ね
。
▼
卒
業
式
の
取
材
に

は
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

卒
業
生
の
関
係
者
で
も
な
い
の
に
勝

手
に
感
動
し
て
涙
を
こ
ら
え
な
が
ら

（
時
に
は
こ
ら
え
き
れ
な
い
時
も
…
）

写
真
を
撮
っ
て
い
ま
す
。
卒
業
生
が

退
場
す
る
ラ
ス
ト
シ
ー
ン
で
は
、
涙
し

な
が
ら
も
夢
と
希
望
に
満
ち
溢
れ
た

輝
く
表
情
を
し
て
い
る
の
が
印
象
的

で
す
。
当
時
の
自
分
も
こ
う
だ
っ
た
、

な
ど
と
ふ
と
自
分
の
世
界
に
入
る
こ

と
も
。
そ
し
て
年
齢
を
重
ね
る
ご
と

に
夢
と
希
望
の
大
き
さ
が
小
さ
く

な
っ
て
き
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
ま

し
た
。
▼
そ
し
て
私
（
黒
澤
）
も
、
広

報
を
卒
業
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

当
時
を
思
い
出
し
、
夢
と
希
望
を
も
っ

て
新
た
な
第
一
歩
を
踏
み
出
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
広
報
を
担
当
し
て
３

年
５
ヶ
月
。
こ
れ
ま
で
情
報
提
供
や

取
材
協
力
な
ど
あ
た
た
か
い
ご
支
援

を
頂
き
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
後
と
も
、
「
広 
報
せ
た
な
」
に
ご
支

援
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。　
　
　
　

（
黒
澤
・
藤
谷
・
稲
船
）

編

集

後

記
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せ
た
な
　
2
0
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・
４
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大成区西部町内会で
　　　町内会全戸に住宅用火災警報器を設置

広報見聞録  

Koho - kenbunroku

　消防法の改正により住宅用火災警報器の設置が義務付けられること

から、大成区西部町内会（中川薫会長）では、防犯防火運動の一環と

して、住宅用火災警報器を町内会全戸に設置しました。住民の中には

火災警報器の義務付けを知らなかった方や、取り付けに対する不安の

声がありましたが、今回の設置活動で会員のみなさんからは「安心」

の声が多数聞かれました。

　昨今の高齢化社会の中、こうした町内会独自の運動が地域住民の防

火に対する意識の高揚と安全なまちづくりへとつながることと思いま

す。

〜ご存知ですか？消防法改正〜

　平成18年6月1日より消防法の改正により、全国一律に住宅用火災警

報器の設置が義務付けられています。

 ■新築・改築する住宅

  平成18年6月1日から設置が義務となっています。

 ■今お住まいの住宅

  平成23年6月1日から設置が義務となります。


